
新しい市役所本庁舎のお知らせ・私たちのＳＤＧｓ2022.９月号

問い合わせ　企画調整グループ（☎85１１２２）
～17の目標達成に向けた取り組み～

◀ＳＤＧｓ
　がテーマ
　の造形展

▲今回の目標

ＳＤＧｓＳＤＧｓ
　ＳＤＧｓは、2015年９月に国際サミットで採択された
『誰一人取り残さない、持続可能で、より良い社会』の
実現を目指す世界共通の目標です。
　2030年までに17の目標を達成し、より良い未来を築く
ことを目指しています。
　市は、かけがえのない地球環境を守りながら、誰もが
自分らしく、住みやすい社会の実現に向け、福祉、環境、
経済、教育などさまざまな分野の施策を通してＳＤＧｓ
を推進しています。

　リリー文化幼稚園では、園児がＳＤＧｓについて興味・関心を持
ち、幼児期でも取り組めるさまざまな活動を通して、持続可能な17
の目標について理解ができるようにみんなで学んでいます。
　活動内容の例として、『みんなで守ろうＳＤＧｓ』をテーマに造
形展を開催したほか、キウシト湿原や幌別ダムなどの自然観察、
『Ｂｅ　Ｓｍｉｌｅクリーンアッププロジェクト』への参加などの
取り組みを通して、環境保全の分野を学んだり、郷土愛を育むこと
で登別の持続可能な未来について学んだりしました。
　また、ペットボトルのキャップをお金に見立てたお店屋さんごっ
こで経済について学んだり、高齢者疑似体験セットの装着やボッ
チャ体験などを通して、福祉の分野について学んだりしています。
　園児たちは、日々の生活の中で、SDGsの心を育んでいます。

ＳＤＧｓの心を育む～リリー文化幼稚園の取り組み～

ビー ス　マ　イ　ル

ＳＤＧｓにつながる取り組みの紹介

私たちの

５

問い合わせ　本庁舎整備推進グループ
（☎57１０９８）新しい市役所本庁舎のお知らせ

新庁舎建設に関する意見交換会を行っています新庁舎建設に関する意見交換会を行っています

市公式ウェブサイトの専用ページをご覧ください市公式ウェブサイトの専用ページをご覧ください
　新庁舎に関する情報をまとめたウェブページを公開しています。
市公式ウェブサイトのトップページ左側のバナーから簡単に閲覧
することができますので、ぜひご覧ください。

▲市民自治推進委員会との意見交換の様子

▲市公式ウェブサイト掲載のバナー

　市は、令和８年度の新しい市役所本庁舎の供用開始を目指し、
今年度から基本設計の業務を進めています。
　現在、基本設計の進捗状況や今後の取り組み、現在の市役所庁
舎の跡地の利活用について、市内の団体や町内会などの皆さんと
意見交換を行っており、10月に開催予定の令和４年度地区懇談会
でも、新庁舎の設計業務の進捗状況などについて情報提供や意見
交換を予定しています。
　これからも、多くの市民の皆さんからの意見をいただきながら、
引き続き、新庁舎建設のコンセプト『市民の安全安心を守り、市
民が集い、協働のための庁舎』の整備に向けた取り組みを進めて
いきますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

◀新庁舎に関
する情報を
まとめたウ
ェブページ

９月20日㈫～26日㈪は 動物愛護週間 です

第３回

問い合わせ　環境対策グループ （☎ 85２９５８）

　登別市は、2050年までに温室効果ガス排出量
『実質ゼロ』を目指す、『ゼロカーボンシティへ
の挑戦』を表明しました。
　地球温暖化によるリスクを軽減し、持続可能な
まちづくりを実現するため、家庭でできるゼロカ
ーボンアクションを紹介します。

　家屋の屋根や空いた土地などに太陽光パネルを
設置し、その電気を活用することで、毎月の光熱
費を大幅に節約できます。
　昼間に発生した電力を賢く使い、余った電気は
蓄電池に貯めたり、お湯を沸かしたりするほか、
電力会社に売ることも可能です。
　また、災害時に停電した場合でもその電力を使
うことができます。
　なお、市が実施している『エール建設券発行事
業』は、太陽光発電設備（住宅用の太陽光パネル、
定置型蓄電池）の整備にも利用できますので、９
月30日㈮までに申請手続きをお願いします。

　令和４年６月から、販売業者による犬・猫へのマイク
ロチップ装着が義務化されました。
　マイクロチップには個体識別番号が記録されており、
犬や猫が迷子になったときなどに、その番号からデータ
ベースに登録した飼い主の情報が確認できるため、飼い
主の元に帰れる可能性が高まります。

※詳しくは、市公式ウェブサイト
をご覧ください。

◀市公式
ウェブ
サイト

チャレンジ!!

ゼロカーボン
再生可能エネルギーを利用しよう

太陽光パネルを設置しよう　再生可能エネルギーは、ＣＯ₂を排出せず、繰り返
し利用できるエネルギーです。
　資源を消費せずに利用できる再生可能エネルギー
を利用し、エコな暮らしをしましょう。

電気の契約を再エネ電力に切り替えよう

【環境省ウェブサイトより】

　再エネ電力は、太陽光や風力、バイオマスなどの
再生可能エネルギーにより発電された電力のことで
す。
　石油や石炭などの化石燃料による発電は、発電す
るときにＣＯ₂が発生しますが、再生可能エネルギー
による発電は、ＣＯ₂が発生しません。
　小売り電気事業者の多くが、再エネ電力を電源と
したプランを用意しており、発電設備を設置しなく
ても、契約を切り替えるだけで再生可能エネルギー
を利用できます。

　動物を飼うことは、命を預かることです。
動物について正しい知識を持ち、適切な飼い
方をして、動物の健康と安全に気を配り、最
後まで責任を持って飼いましょう。

●飼い始めた日から30日以内に市内の動物病院
か環境対策グループで登録の手続きをしてく
ださい。
●狂犬病の予防注射を年に１回、必ず受けさせ
てください。
●散歩には袋を持参し、ふんは必ず持ち帰りま
しょう。また、飼い犬には必ずリードを付け
てコントロールできるようにしてください。

◀環境省
ウェブ
サイト

問い合わせ　環境対策グループ 

犬を飼うときの注意

猫を飼うときの注意
●猫は屋内で飼育してください。
●飼育していない猫に餌を与えるのは絶対にや
めてください。猫が他人に迷惑をかけた場合、
継続して餌を与えた方の責任になることがあ
ります。

～こんなときは飼い主情報の登録や変更が必要です～

マイクロチップの装着について

令和４年度犬魂祭

・新たに犬や猫を購入したとき
・マイクロチップ装着済みの犬や猫を譲り受けたとき
・飼い犬や飼い猫に新たにマイクロ
　チップを装着したとき
※詳しくは、環境省ウェブサイトをご覧ください。

（登別市獣医師会主催）

日時　９月26日㈪13時～13時30分
場所　クリンクルセンター犬魂碑前

　クリンクルセンターに搬入された飼い犬
などを供養するため、犬魂祭を開催します。

（☎ 85２９５８）
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